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児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム 

A

〈
一
般
番
組
〉
毎
週
土
・
日
・
祝
日
　

午
後
３
時
〜
（
３０
分
間
）
〈
幼
児
番
組
〉

祝
日
　
午
前
１１
時
〜
（
２０
分
間
） 

B

児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
（
吉
川
駅
南

口
か
ら
徒
歩
１５
分
、
「
中
曽
根
小
学
校
経

由
三
郷
団
地
北
回
り
行
き
・
ビ
オ
ラ
シ
テ

ィ
・
三
郷
中
央
駅
」
行
き
で
、
「
児
童
館

入
口
」
下
車
徒
歩
３
分
） 

D

〈
一
般
番
組
〉
春
の
星
空
と
お
お
ぐ
ま

座
こ
ぐ
ま
座
物
語
〈
幼
児
番
組
〉
あ
お
お

に
く
ん
と
カ
メ
太
の
ほ
し
ぞ
ら
た
ん
け
ん 

G
２
０
０
円
　 

※
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
就
学
前
の
幼
児
は
、
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

I

吉
川
市
児
童
館
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
蕁

９８１
・
６
８
１
１
　
　
　
　 

  

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
in
早
稲
田 

A

４
月
２９
日
豢
　
午
前
１０
時
〜
正
午
※
雨

天
の
場
合
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
中
止 

B

早
稲
田
公
園
（
文
化
会
館
南
側
、
三
郷

駅
北
口
か
ら
徒
歩
１３
分
） 

D

草
花
や
苗
木
・
花
の
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

緑
の
募
金
活
動
な
ど
※
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
な

く
な
り
次
第
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
終
了 

I

三
郷
市
公
園
緑
地
課
蕁
９５３
・
１
１
１

１
内
線
３
３
３
３ 

  

葛
西
用
水
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

B
越
谷
市
役
所
東
側
葛
西
用
水
の
中
土
手 

D

４
月
に
入
る
と
、
赤
や
黄
、
ピ
ン
ク
な

ど
色
鮮
や
か
な
１
万
６
０
０
０
本
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
咲
き
誇
り
ま
す
。
見
ご
ろ
は
４
月
中

旬
で
す
。 

I
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９６６
・
６
１
１
１ 

　 
 

そ
う
か
公
園
ま
つ
り 

A

４
月
２９
日
豢
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
３０
日
豺 

B
そ
う
か
公
園 

D

花
鉢
・
野
菜
販
売
、
電
動
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、

猿
回
し
、
み
ど
り
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ほ
か 

I

草
加
市
み
ど
り
の
協
会
蕁
９３１
・
９
８

３
３ 

  

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
特
別
演
奏

会
„
エ
ロ
ー
ラ
の
「
四
季
」
“
vol.
４
〜

二
村
英
仁
を
迎
え
て
〜 

A

５
月
１３
日
豸
午
後
２
時
開
演
（
１
時
３０

分
開
場
） 

B

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
」
下
車
） 

D

出
演
＝
東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
、

二
村
英
仁
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
　
曲

目
＝
四
季
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
）
、
イ
ギ

リ
ス
組
曲
（
ル
イ
ス
）
ほ
か 

G

〈
全
席
指
定
〉
大
人
４
０
０
０
円
、
高

校
生
ま
で
２
０
０
０
円 

I

譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁
９９２

・
１
０
０
１ 

　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
僕
の
人
生
　
伊
草
　
中
山
　
靖
子
 

「
僕
の
人
生
、
僕
の
人
生
」
と
言
い
言
い
 

孫
の
太
暉
が
遊
び
に
来
た
 

太
暉
は
今
年
小
学
四
年
生
に
な
る
 

私
は
「
僕
の
人
生
っ
て
何
？
」
と
聞
く
と
 

太
暉
は
「
こ
こ
、
こ
こ
だ
よ
」
 

と
、
自
分
の
胸
を
指
さ
し
て
言
う
 

彼
は
口
が
遅
く
、
三
歳
に
な
っ
て
 

よ
う
や
く
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
 

そ
の
太
暉
が
「
人
生
」
を
語
る
の
だ
 

私
は
夫
と
顔
を
見
合
わ
せ
、
口
を
押
え
て
 

思
わ
ず
笑
っ
た
 

庭
の
黄
色
の
ポ
ピ
ー
が
ま
た
一
つ
開
い
た
 

  

木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門
 

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
し
た
び
に
石
地
蔵
 

　
　
　
老
い
て
も
優
し
目
鼻
唇
 

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

グ
ー
の
手
に
力
と
緊
張
漲
ら
せ
 

　
　
　
孫
は
じ
め
て
の
空
手
大
会
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

彼
岸
入
り
寒
風
に
耐
え
桜
木
の
 

　
　
　
蕾
ふ
く
ら
み
春
は
間
近
に
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

心
地
よ
き
眠
り
に
入
り
て
夢
み
る
と
き
 

　
　
　
バ
イ
ク
の
音
に
目
ざ
め
苛
だ
つ
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

張
り
の
あ
る
若
き
教
師
の
声
ひ
び
き
 

　
　
　
寒
さ
に
負
け
ず
子
ら
は
縄
飛
ぶ
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

春
日
和
小
合
溜
の
カ
ル
ガ
モ
も
 

　
　
　
木
立
の
中
で
仲
む
つ
ま
じ
く
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

暖
冬
の
畦
道
行
く
と
タ
ン
ポ
ポ
も
 

　
　
　
春
が
来
た
ぞ
と
顔
を
揃
え
ぬ
 

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

早
朝
の
犬
の
散
歩
の
道
す
が
ら
 

　
　
　
梅
の
木
あ
り
て
う
ぐ
い
す
の
声
 

大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子
 

棚
の
上
に
眠
り
し
猫
の
名
を
呼
べ
ば
 

　
　
　
尻
尾
動
か
し
返
事
す
る
な
り
 

中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

み
な
つ
ど
い
朝
日
を
浴
び
て
六
時
半
 

　
　
　
ラ
ジ
オ
体
操
中
央
公
園
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

淡
き
陽
は
芽
吹
き
初
む
る
梢
に
も
 

　
　
　
庭
の
一
隅
す
み
れ
の
花
に
も
 

  

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

地
を
叩
く
縄
跳
び
の
音
春
の
音
 

八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子
 

絵
び
な
掛
け
終
の
住
家
の
雛
ま
つ
り
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

梅
の
字
の
咲
き
し
書
体
の
書
道
展
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

憂
き
事
の
心
の
隅
に
朧
の
夜
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

雪
を
見
ぬ
年
を
憂
い
て
古
希
に
入
る
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

春
シ
ョ
ー
ル
一
人
淋
し
き
無
人
駅
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

老
夫
婦
交
互
に
居
眠
る
春
炬
燵
 

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子
 

古
井
戸
に
ポ
ト
リ
と
落
ち
し
紅
椿
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

幼
な
児
の
歩
巾
く
る
わ
す
春
疾
風
 

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

木
々
の
芽
も
日
ご
と
膨
ら
む
春
模
様
 

中
央
一
　
　
山
角
　
微
陽
 

高
齢
化
社
会
め
ざ
し
て
老
々
介
護
 

垳
　
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

ほ
つ
ほ
つ
と
盆
栽
白
し
梅
日
和
 

大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

誕
生
を
祝
う
が
ご
と
く
蝶
は
舞
う
 

柳
之
宮
　
　
尼
ヶ
崎
友
江
 

夫
米
寿
傘
寿
の
わ
れ
と
日
向
ぼ
こ
 

伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

待
ち
わ
び
し
児
の
産
声
に
み
な
笑
顔
 

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

探
梅
や
ふ
と
流
れ
く
る
香
に
足
止
め
る
 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

朝
食
や
う
ぐ
い
す
の
声
に
箸
放
す
 

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子
 

白
藤
や
沈
む
故
郷
の
夕
明
か
り
 

浮
　
塚
　
土
屋
　
美
智
代
 

義
兄
の
葬
庭
に
古
木
の
落
ち
椿
 

八
潮
二
　
近
藤
　
し
げ
い
 

ス
キ
ー
場
悲
喜
こ
も
ご
も
の
春
の
雪
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

野
遊
び
や
膝
の
痛
み
は
野
に
放
つ
 

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子
 

花
便
り
ち
ょ
っ
と
足
踏
み
昨
日
今
日
 

●
保
養
施
設
利
用
助
成
 

　
心
身
の
健
康
増
進
の
た
め
、
ご
家
族
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
旅
行
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

①
利
用
で
き
る
方
 

八
潮
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方
 

②
利
用
で
き
る
施
設
 

埼
玉
県
国
保
連
合
会
が
契
約
し
て
い
る

３
４
８
施
設
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）
 

③
補
助
額
 

１
年
度
（
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日

ま
で
）
１
回
に
限
り
１
人
３
千
円
（
小

学
生
は
１
千
５
０
０
円
）
。
た
だ
し
、

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
は
補
助
対
象
外

で
す
。
 

④
利
用
方
法
 

直
接
保
養
施
設
に
電
話
で
予
約
 

埼
玉
県
国
保
連
合
会
の
保
養
施
設
宿
泊

利
用
共
同
事
業
を
利
用
す
る
旨
を
伝

え
、
必
ず
料
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

保
養
施
設
利
用
申
込
書
の
提
出
 

保
養
施
設
に
宿
泊
予
約
を
し
た
後
、
市

役
所
の
国
保
年
金
課
（
１
階
６
番
窓

口
）
に
備
え
付
け
の
「
保
養
施
設
利
用

申
込
書
」
に
所
定
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

利
用
券
お
よ
び
助
成
券
の
交
付
 

記
載
内
容
を
確
認
し
た
後
、
利
用
券
お

よ
び
助
成
券
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

保
養
施
設
の
フ
ロ
ン
ト
に
提
出
 

保
養
施
設
に
宿
泊
の
際
に
は
、
必
ず
保

養
施
設
の
フ
ロ
ン
ト
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
利
用
券
記
載
額
が
差
し
引
か
れ

た
金
額
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
 

⑤
宿
泊
予
約
の
取
り
消
し
ま
た
は
変
更
の

手
続
き
 

　
予
約
後
の
取
り
消
し
、
ま
た
は
人
数

等
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
保

養
施
設
に
変
更
の
連
絡
を
す
る
と
と
も

に
、
国
保
年
金
課
保
険
給
付
係
へ
利
用

券
お
よ
び
助
成
金
の
返
還
、
ま
た
は
変

更
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

　
変
更
の
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
保
養
施
設
が
損
害
を
受
け
た

と
き
は
、
利
用
者
は
違
約
金
の
請
求
を

受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

           ●
脳
ド
ッ
ク
補
助
金
 

　
被
保
険
者
の
予
防
検
診
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
脳
ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

①
ど
の
よ
う
な
検
査
が
補
助
対
象
な
の
で

す
か
?
 

　
病
院
ま
た
は
診
療
所
で
実
施
さ
れ
る

磁
気
共
鳴
画
像
（
M
R
I
）
お
よ
び
磁

気
共
鳴
血
管
撮
影
（
M
R
A
）
な
ど
の

画
像
診
断
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
検
査
と

併
わ
せ
て
行
う
問
診
、
診
察
、
血
液
生

化
学
検
査
な
ど
の
検
査
で
す
。
 

②
脳
ド
ッ
ク
補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
要

件
は
あ
る
の
で
す
か
?
 

　
脳
ド
ッ
ク
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る
日
に
お
い
て
八
潮

市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格

が
１
年
以
上
あ
る
こ
と
 

・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
度

（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
３１
日
ま

で
）
に
お
い
て
４０
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
 

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世

帯
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
 

・
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
）
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
 

③
補
助
金
の
額
は
い
く
ら
で
す
か
?
 

　
脳
ド
ッ
ク
に
要
し
た
検
査
費
用
の
７

割
（
限
度
額
２
万
５
千
円
）
で
す
。
た

だ
し
、
利
用
は
１
年
度
内
１
回
に
限
り

ま
す
。
 

例
え
ば
５
万
円
の
検
査
費
用
が
か
か
っ
た

場
合
 

５
万
円
（
検
査
費
用
）
×
０
・
７
（
補

助
割
合
）
＝
３
万
５
千
円
（
自
己
負
担

額
）
 

自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
る
た

め
、
補
助
金
は
２
万
５
千
円
と
な
り
ま

す
。
 

④
ど
の
よ
う
に
申
請
す
れ
ば
い
い
の
で
す

か
?
 

　
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た
日
か
ら
４
週
間

以
内
に
医
療
機
関
の
領
収
書
を
添
付
の

う
え
、
国
保
年
金
課
（
１
階
６
番
窓

口
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

口
座
振
込
し
ま
す
。
 

           I
国
保
年
金
課
蕁
A
２
１
４
・
３
２
７
 

ご
存
じ
で
す
か 

「
国
民
健
康
保
険
の
助
成
制
度
」 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

り
き
 

い
 

い
ら
 

び
よ
り
 

そ
 

つ
い
 

す
み
か
 

お
ぼ
ろ
 

つ
ま
 

あ
　
に
 

こ
た
つ
 

み
な
ぎ
 


